
敬老金の支給の概要 

 

１ 敬老金 

（１）目的 

高齢者に敬老金を支給し、敬老の意を表するとともに、長寿を祝うことを目的とする。 

（２）根拠 

羽村市敬老金の支給に関する条例 

（３）対象者 

毎年９月１日現在において、住民基本台帳に記録され、現に市内に居住している者で、

次の要件を備えている者 

①当該年度内に満８８歳に達する者        ②当該年度内に満100歳に達する者 

（４）支給額（現金） 

①満８８歳   ２０，０００円                ②満100歳  50,000円 

（５）支給期日 

①満８８歳   毎年９月15日までに、社会福祉委員が対象者宅でお渡しする。 

②満100歳  市長が自宅・施設に訪問してお渡しする。 

（６）変遷 

    平成11年         制度開始 

令和2年4月改正   満77歳（1万円） と 満99歳（3万円）【廃止】 

                      満101歳以上（5万円）【新設】 

    令和4年4月改正   満101歳以上（5万円）【廃止】 

 

２ 敬老金の状況 

（１）決算状況                                    ※毎年度実績 R7のみ当初予算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人数 金額 人数 金額 人数 金額 人数 金額 人数 金額

H28 539 539 204 408 12 36 13 65

H29 657 657 190 380 18 54 11 55

H30 673 673 228 456 15 45 11 55

R 1 662 662 237 474 21 63 9 45

R 2 244 488 17 85 23 115

R 3 247 494 15 75 28 140

R 4 285 570 11 55

R 5 327 654 23 115

R 6 286 572 12 60

R 7 330 660 22 110

77歳（1万円） 88歳（2万円） 99歳（3万円） 100歳（5万円） 100歳以上（5万円）

1,048

1,146

1,229

1,244

688

709

625

769

632

770

88歳（2万円） 100歳（5万円）

合計

（万円）

合計

（万円）



 

（２）敬老金の推移（推計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※人数は高齢者福祉計画及び第9期介護保険事業計画策定時の推計人口 

※100歳は100歳以上の合計値しか算出していないため、前年度99歳で試算 

 

３ 他市の状況 【令和6年度状況比較】 ※詳細は、別途資料のとおり。 

●満100歳：記念品2千円相当～5万円（最高額） 

  5万円：3市（武蔵野市、西東京市、羽村市） 

●満88歳：記念品3,500円相当～2万円（最高額） 

  2万円：2市（府中市、羽村市） 

 

４ 審議について 

市の財政状況が厳しい中、26市で最高額の敬老金を支給している。また、今後も高齢化

の進展が見込まれており、財政負担の増加が懸念される。 

こうした状況においても、本事業は、市が高齢者への敬老の意を表し長寿を祝う取組とし

て多くの自治体で実施しており、今後も事業を継続していく必要があるものと捉えている。 

そのため、事業の継続性を担保する上においても、支給金額や内容について御審議いた

だきたい。 

 

人数 金額 人数 金額

R8 324 648 22 110

R9 285 570 17 85

R10 371 742 23 115

R11 374 748 24 120

R12 393 786 19 95

R13 403 806 22 110

R14 380 760 29 145

R15 307 614 25 125

R16 301 602 31 155

R17 448 896 31 155

88歳（2万円） 100歳（5万円）

758

655

857

868

881

916

905

739

757

1,051

合計

（万円）


